
「アフリカとワンヘルス」

第1３回
One Welfare国際研究センター
セミナー

日時︓2025年7月2日（水）16:20〜18:15
場所︓獣医学研究科棟４階大講義室

連絡先︓度会雅久（5831）

講師︓河合 香吏 先生
東京外国語大学 アジア・アフリカ言語文化研究所・教授
演題︓東アフリカ牧畜民の疾病観と家畜群動態
東アフリカ牧畜民を対象として生態人類学的な調査・研究を続けてきた。東アフリカ牧畜民は一
般に現実主義的で、即物的な世界認識をする傾向が強い。彼らにとっては目に見え、手に触れる
ことのできるタンジブルな存在が重要であり、そうした存在に対してさまざまな働きかけをする。
身体不調に対する治療や予防もその一つであり、「死」に対する恬澹な態度も同様に解釈できる。
本セミナーではケニアの牧畜民Chamusの身体をめぐる認識と実践、疾病観や死生観を紹介する
とともに、ウガンダの牧畜民Dodothの生存を支える保有家畜群の動態について紹介する。

講師︓早坂 大輔 先生
山口大学 共同獣医学部・教授
演題︓山口大学とナイロビ大学の国際交流
山口大学は、2020年度に採択された「大学の世界展開力強化事業」〜アフリカ諸国との大学間交
流形成支援〜において、ナイロビ大学をカウンターパートとして「アジア・アフリカにおける
One Health問題の解決に向けた感染症対策を担う獣医師育成プログラム」を実施してきた。この
事業では、両大学の獣医学部を中心に、学生の受入れ・派遣、オンライン講義、セミナー開催等
による国際交流を進めてきた。また、2023年12月には大学間国際交流協定（MoU）を締結し、
獣医学部以外の学部における国際交流に発展している。本講演では、これまで行ってきた事業お
よび共同獣医学部の教員が進めている共同研究について紹介する。


